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令和２年 第３回（臨時）津 和 野 町 議 会 会 議 録（第１日） 
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────────────────────────────────────── 

議事日程（第１号） 

                    令和２年５月 11日  午前９時 00分開会 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

 日程第２ 会期の決定 

 日程第３ 諸般の報告 

 日程第４ 町長提出第 59号議案 専決処分の承認を求めることについて 

                平成３１年度津和野町一般会計補正予算(第１０

号) 

 日程第５ 町長提出第 60号議案 専決処分の承認を求めることについて 

令和２年度津和野町一般会計補正予算（第１号） 

 日程第６ 町長提出第 61号議案 専決処分の承認を求めることについて 

                津和野町税条例等の一部改正について 

 日程第７ 町長提出第 62号議案 専決処分の承認を求めることについて 

                津和野町国民健康保険税条例の一部改正について 

 日程第８ 町長提出第 63号議案 令和２年度津和野町一般会計補正予算（第２号） 

 日程第９ 町長提出報告第１号 平成３１年度津和野町一般会計繰越明許費繰越計 

                算書の報告について 

 日程第 10 町長提出報告第２号 平成３１年度津和野町下水道事業特別会計繰越明 

                許費繰越計算書の報告について 

 日程第 11 町長提出報告第３号 平成３１年度津和野町水道事業会計予算繰越計算 

                書の報告について 

 日程第 12 請願第３号 木部さとやま保育園の移転新築に伴う給食室の存続を求め

る請願について 



────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 
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 日程第８ 町長提出第 63号議案 令和２年度津和野町一般会計補正予算（第２号） 

 日程第９ 町長提出報告第１号 平成３１年度津和野町一般会計繰越明許費繰越計 
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午前９時 00分開会 

○議長（沖田  守君）  おはようございます。 

 今回の新型コロナウイルス、この感染は中国・武漢に発して、今や全世界に蔓延をし

たと。わが国でも大きなたくさんの方の感染が確認をされて、本町でも町長初め、執行

部の皆さんには、この対応について今日まで大変な御苦労をおかけしたことと思います。

町民を代表して心から感謝を申し上げたいと思います。 

 国も、ああして緊急事態宣言を発して約２カ月間が経過をいたしますが、そう遠から

ずこの緊急事態宣言も一部緩和の方向で報告がなされるという、こういう新聞等の情報

等もございますが、なかなか予断を許さない新型コロナウイルスでありますので、引き

続き気持ちを引き締めて、この対応には当たらなければならないのではないかと、かよ

うに考えておるところであります。 

 そういったことも含めて、本日令和２年第３回津和野町議会臨時会が召集されました。

議員各位にはおそろいでお出かけいただきまして、まことにありがとうございます。 

 ただいまの出席議員数は１２名であります。定足数に達しておりますので、令和２年

第３回臨時会を開会し、直ちに本日の会議を開きたいと思います。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．会議録署名議員の指名 

○議長（沖田  守君）  日程第１、会議録署名議員の指名。 

 会議録署名議員は会議規則第１２６条の規定により、４番、道信俊昭君、５番、板垣

敬司君を指名いたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第２．会期の決定 



○議長（沖田  守君）  日程第２、会期の決定を議題といたします。 

 お諮りいたします。本臨時会の会期は、本日１日限りとしたいと思いますが、これに

御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  御異議なしと認めます。したがって、会期は本日１日限りと

決定いたしました。 

────────────・────・──────────── 

日程第３．諸般の報告 

○議長（沖田  守君）  日程第３、諸般の報告をします。 

 令和２年４月３０日付で議会運営委員及び総務経済、文教民生、広報広聴の各常任委

員会委員より辞任願の提出があり、津和野町議会委員会条例第１２条第２項により、議

長はこれを許可いたしました。 

 直ちに同条例第７条第４項により、議会運営委員会委員及び各常任委員会委員を議長

において指名し、同条例第９条第１項及び第８条第２項により各委員会を招集し、正副

委員長の選任をいただきましたので、お手元に配付のとおり報告をいたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第４．議案第５９号 

○議長（沖田  守君）  日程第４、議案第５９号専決処分の承認を求めることについ

て、平成３１年度津和野町一般会計補正予算（第１０号）を議題といたします。 

 執行部より提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（下森 博之君）  皆さん、おはようございます。 

 本日は、臨時議会の招集をお願いいたしましたところ、おそろいで御出席を賜りまし

てありがとうございます。 

 今臨時議会に提案をいたします案件は、専決処分案件４件、補正予算案件１件、報告

案件３件の合計８案件でございます。いずれも重要な案件でございますので、慎重審議

を賜り、それぞれ可決賜りますようお願い申し上げます。 

 議案第５９号専決処分の承認を求めることについてでございますが、特別交付税等の

額の確定に伴い専決処分をさせていただいたもので、平成３１年度津和野町一般会計補

正予算（第１０号）の歳入歳出予算の総額からそれぞれ１８万７,０００円を減額し、

歳入歳出予算の総額を８８億７,８２８万１,０００円とするものでございます。 

 詳細につきましては担当課長から説明を申し上げます。 

○議長（沖田  守君）  総務財政課長。 

○総務財政課長（岩本 要二君）  失礼します。それでは、議案第５９号を御説明いた

します。 

 このたびの専決補正につきましては、特別交付税等の確定に伴い、３月３１日付で専

決処分をさせていただいたものであります。 



 それでは、歳出のほうから御説明をいたしますので、１０ページをお開きください。 

 予備費でございますが、予算調整といたしまして１８万７,０００円を減額の計上を

させていただいております。 

 それでは、歳入の主なものから御説明いたしますので、８ページへお戻りをいただけ

たらというふうに思います。 

 地方譲与税でございますが、額の確定に伴いまして地方揮発油譲与税１００万３,０

００円を減額、自動車重量譲与税を５８３万１,０００円増額をしております。自動車

取得税交付金として、これも額の確定に伴いまして１４９万６,０００円を増額をして

おります。 

 地方交付税でございますが、額の確定に伴い特別交付税１億３,８１３万８,０００円

を増額をしておるところでございます。 

 繰入金でございますが、財政調整基金繰入金１億４,５００万円を減額計上させてい

ただいております。 

 以上でございます。 

○議長（沖田  守君）  以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより質疑に入ります。ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようであります。質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認めます。 

 これより議案第５９号を採決します。本案件を承認することに賛成の方の起立を求め

ます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（沖田  守君）  起立全員であります。よって、本案件は承認することに決定

いたしました。 

────────────・────・──────────── 

日程第５．議案第６０号 

○議長（沖田  守君）  日程第５、議案第６０号専決処分の承認を求めることについ

て、令和２年度津和野町一般会計補正予算（第１号）を議題といたします。 

 執行部より提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（下森 博之君）  それでは、議案第６０号専決処分の承認を求めることについ

てでございますが、新型コロナウイルスの感染症予防対策に伴い専決処分をさせていた

だいたもので、令和２年度津和野町一般会計補正予算（第１号）の歳入歳出予算の総額



にそれぞれ３,１００万円を追加し、歳入歳出予算の総額を９２億８００万円とするも

のでございます。 

 詳細につきましては担当課長より御説明を申し上げます。 

○議長（沖田  守君）  総務財政課長。 

○総務財政課長（岩本 要二君）  それでは、議案第６０号を御説明いたします。 

 このたびの専決補正につきましては、新型コロナウイルスの感染症予防対策といたし

まして、子育て家庭への支援及び緊急経済対策の実施に伴い、４月１日付で専決処分を

したものでございます。 

 それでは、歳出の主なものから御説明いたしますので、１０ページをお開きください。 

 民生費の社会福祉総務費でございますが、負担金補助及び交付金として、町内児童ク

ラブ閉所に対する子育て家庭への支援として、子育て世帯支援給付金事業負担金５６４

万円を計上をしております。 

 １枚めくっていただきまして、商工費の商工振興費でございますが、委託料といたし

まして、緊急経済対策の実施に伴いコロナウイルス対策町内等消費拡大キャンペーン委

託料１００万円を計上、負担金補助及び交付金として業績悪化緩和運転資金補助金２,

０７０万円と総額で２,４００万円を計上させていただいております。 

 それでは、歳入を御説明いたしますので、８ページへお戻りください。 

 繰入金でございますが、財政調整繰入金３,１００万円を計上をしております。 

 以上でございます。 

○議長（沖田  守君）  以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより質疑に入ります。ありませんか。３番、川田剛君。 

○議員（３番 川田  剛君）  済みません、お手元に資料１でこの配付があるんです

が、これは全員協議会を後ほどされるという説明なんでしょうか。この説明をいただけ

るんでありましたら助かりますので、説明いただけたら思います。 

○議長（沖田  守君）  商工観光課長。 

○商工観光課長（藤山  宏君）  おはようございます。よろしくお願いいたします。 

 議員お見込みのとおり、後ほど新しい事業で２号補正予算で関連するところは２号補

正予算の段階で、また、それ以外の項目につきましては、後ほど全協のほうで御説明を

させていただきたいというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（沖田  守君）  いいですか。３番、川田剛君。 

○議員（３番 川田  剛君）  できましたら、この内容につきまして、どこが何号補

正でという意味を込めて、全員協議会を開催して説明いただいたほうがコロナウイルス

関連の質問もあると思いますので、審議がしやすいかと思いますので、全協に切りかえ

ていただいて、コロナウイルス関連の説明をしていただけたらと思いますが、いかがで

しょうか。 



○議長（沖田  守君）  川田議員から、あのような御意見が出ましたが、議員の皆さ

んいかがですか。 

〔「賛成」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  説明を求めたい、全員協議会に切りかえてもう少し詳しく求

めたいという方は挙手を願います。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（沖田  守君）  はい、わかりました。ほいじゃ、３番、川田剛君の意向を酌

んで、ただいまから全協に切りかえたいと思います。 

 しばらく休憩いたします。 

午前９時 12分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前 10時 01分再開 

○議長（沖田  守君）  それでは、本会議に移らさせていただきます。 

 日程第５、議案第６０号専決処分の承認を求めることについて、令和２年度津和野町

一般会計補正予算（第１号）の、今全協を開いて、るる説明もございました。ここで質

疑に入るわけでありますが、質問はよろしゅうございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようでありますから、質疑を終結いたします。 

 これより討論に入ります。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認めます。 

 これより議案第６０号を採決します。本案件を承認することに賛成の方の起立を求め

ます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（沖田  守君）  起立全員であります。よって、本案件は承認することに決定

いたしました。 

────────────・────・──────────── 

日程第６．議案第６１号 

日程第７．議案第６２号 

○議長（沖田  守君）  日程第６、議案第６１号専決処分の承認を求めることについ

て、津和野町税条例等の一部改正について及び日程第７、議案第６２号専決処分の承認

を求めることについて、津和野町国民健康保険税条例の一部改正についての２案件につ

きましては、会議規則第３７条の規定により一括議題とします。 



 執行部より提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（下森 博之君）  それでは、議案第６１号専決処分の承認を求めることについ

てでございますが、津和野町税条例等の一部改正の専決処分について、地方自治法第１

７９条第１項の規定により、議会の承認を求めるものでございます。 

 詳細につきましては、担当課長から御説明を申し上げます。 

 次に、議案第６２号専決処分の承認を求めることについてでございますが、津和野町

国民健康保険税条例の一部改正の専決処分について、地方自治法第１７９条第１項の規

定により、議会の承認を求めるものでございます。 

 詳細につきましては、担当課長から説明を申し上げます。 

○議長（沖田  守君）  税務住民課長。 

○税務住民課長（山本 慎吾君）  それでは、議案第６１号について御説明いたします。 

 条例改正、新旧も多いですので、新旧対照表の後ろに資料をつけておりますので、そ

ちらのほうをごらんください。６１号の一番最後のページにあります。そちらのほうで

説明をさせていただきます。 

 今回の条例改正につきましては、地方税法等の一部改正が令和２年３月３１日に公布

され、一部を除き４月１日から施行されることに伴い専決処分したので、これを議会に

報告し、承認を求めるものであります。 

 それでは、概要について御説明いたします。 

 １番目が町民税です。 

 ①として、令和３年度以後の町民税の非課税処置について、ひとり親、現に婚姻をし

ていない者、または配偶者の生死の明らかでない者で一定の要件を満たすものを最初に

加えることとし、新旧対照表の後ろのほうに議案の第６２号の前のページです。１枚紙

をつけています。わかりますでしょうか。資料等を右肩につけております。 

○議長（沖田  守君）  説明してください。 

○税務住民課長（山本 慎吾君）  それでは、今の１番は、ひとり親を対象と加えるこ

ととし、あわせて寡婦（寡夫）控除を見直すこととしたということです。 

 これは、全てのひとり親に対して公平な税制を実現する観点から、婚姻歴の有無によ

る不公平と男性のひとり親と女性のひとり親の不公平を同時に解消するための改正で

あります。 

 それから②が、町民税の所得控除について、ひとり親を対象に加えることとしたとい

うことで、１番と関連しますが、所得制限も５００万円以下というのが新たに設けられ

ております。 

 それから③は、法人町民税の納付期限が延長された場合の延滞金割合の見直しという

ことで、これは条例改正の中で出ておりますが、今回、法人町民税の納付期限の延長に

伴うものについては、以前は特例基準割合プラス１％という形でしたが、今後は平均貸



付割合プラス０.５％というふうに、地方税法改正になりましたので、この改正であり

ます。 

 それから４番目は、肉用牛の売却による事業所得の課税の特例について、その適応期

限を３年間延長するということであります。 

 それから５番目は、低未利用地等を譲渡した場合の長期譲渡所得に係る課税の特例の

創出ということであります。 

 これは、一定期間利用のない低未利用地について、譲渡した場合に１００万円の特別

控除という規定が新たに創設されたということであります。 

 それから６番目は、優良住宅地の造成等のために、土地を譲渡した場合の長期譲渡所

得にかかわる課税の特例について、その適応期限を３年延長することとしたという部分

であります。 

 それから７番目は、所要の条例、条文整理でありまして、これについては元号、改元

対応、それから地方税法等の改正によるものであります。 

 それから２番目として、今度は固定資産税であります。 

 ①、所有者不明土地について、公簿上の調査などを行っても、なお、所有者が特定で

きない場合には、その使用者を所有者とみなして、固定資産税を賦課することができる

こととした。 

 それから②、固定資産の所有者が死亡した場合において、相続人等の現所有者に必要

な事項を申告させることとしたという点が、今回、条文の中でうたわれております。 

 これは死亡者が、②の死亡した場合については令和３年度以降、それから上について

も今度、令和３年以降で行いたいと思います。 

 こういったケース、地方のほうでも結構あるんですが、所有者不明土地について、公

簿上の調査を行っても特定できないような場合がありまして、税の不公平感が出てきて

いるということで、今回、地方税法のほうも改正になりまして、使用者を所有者とみな

す制度の拡大や、それから、死亡した場合の相続人が決まるまでの間に申告させる規定

が新たに明確に規定されるようになりました。 

 それから３番目は、特定水力発電設備及び浸水被害軽減地区内の土地の固定資産税に

ついて、わがまち特例制度による軽減措置、特定水力発電設備について４分の３、それ

から、浸水被害軽減地区については３分の２を乗じたものを課税標準とする制度ができ

ております。 

 特定水力発電設備、浸水被害軽減地区の指定等ありますが、こういったことについて、

特に浸水被害軽減地区というのは、近年の災害によって水道法上の浸水被害軽減地区の

指定を受けた土地に対して、最初の３年分、価格の３分の２を掛けたものを３年間講じ

ることとしたことであります。 

 近年、そういった指定制度が創設されましたが、指定する際には、全ての地権者の同

意を要することから、指定がまだ全国で一箇所程度しか決まっておりませんので、地権



者にとってもインセンティブとなる税改正要望が出されたため、こういった制度ができ

ております。 

 それから、所要の条文整理、４番については先ほども言いましたように、法律改正に

よるものと改元対応によるものであります。 

 それから３番目、軽自動車税につきましては、改元対応による改正であります。 

 それから４番目、町たばこ税でありますが、①として、令和３年１０月１日以後にお

いて、軽量の葉巻たばこ、１本の重量は１グラム未満の紙巻きたばこへの本数監査、現

在１グラムで紙巻きたばこ１本に換算については、段階的に葉巻たばこ１本をもって、

紙巻きたばこ１本に換算することとしたであります。 

 それから２番目は、所要の条文整理でありまして、改元対応であります。 

 軽量の葉巻たばこというのが、なかなかなじみがないとは思いますが、代表的なもの

として、リトルシガー、紙巻きたばこ風の葉巻、フィルターはついてはおりますが、見

た目に違うのは、たばこの部分が茶色い細いたばこです。 

 今現在、標準的なたばこ４９０円に対して、リトルシガーというのは、１００円以上

金額が低いということで、国のほうでこういうたばこに目をつけまして、税額を段階的

に上げるという改正がなされております。このことが、地方たばこ税ではありますが、

令和２年１０月から１年間については一定の軽減措置を講じて、最低税率を段階的に引

き上げるということが条例の中でうたわれております。 

 最後、５番目ですが、施行期日は一部の改正を除き、原則、令和２年４月１日から施

行となっております。 

 以上、簡単ではございますが、説明のほうを終わります。 

○議長（沖田  守君）  健康福祉課長。 

○健康福祉課長（土井 泰一君）  それでは、議案第６２号専決処分の承認を求めるこ

とについて、津和野町国民健康保険税条例の一部改正についてを御説明いたします。 

 本案は、地方税法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係法令の改正にあわせ、津

和野町国民健康保険税条例を一部改正したもので、国民健康保険の被保険者間の保険税

負担の公平の確保及び中低所得層の保険税負担の軽減を図るものであり、具体的には軽

減措置の拡充と課税限度額の引き上げとなります。 

 新旧対照表の第２条及び第２１条をごらんください。 

 国民健康保険税の基礎課税額に係る課税限度額を「６１万円」から「６３万円」に、

介護納付金課税額に係る課税限度額を「１６万円」から「１７万円」に引き上げるもの

であります。 

 次に、新旧対照表の第２１条第２号及び第３号をごらんください。 

 国民健康保険税の軽減措置について、５割軽減の対象となる世帯の軽減判定所得の算

定において、被保険者数に乗ずるべき金額を「２８万円」から「２８万５,０００円」



に、また、２割軽減の対象となる世帯の軽減判定所得の算定において、被保険者数に乗

ずべき金額を「５１万円」から「５２万円」に引き上げるものであります。 

 次に、新旧対照表の附則第６項及び第７項をごらんください。 

 租税特別措置法の改正にあわせ、第３５条の２第１項の次に「、第３５条の３第１項」

を加えるものであります。 

 附則として、施行期日でございますが、令和２年４月１日から施行する。ただし、附

則第６項及び第７項の改正規定は、土地基本法等の一部を改正する法律（令和２年、法

律第１２号）附則第１項第１号に掲げる規定の施行の日の属する年の翌年の１月１日か

ら施行するであり、適用区分として、この条例について、改正後の津和野町国民健康保

険税条例の規定は、令和２年度以降の年度分の国民健康保険税について適応し、平成３

１年度分までの国民健康保険税については、なお従前の例によるものであります。 

 以上であります。 

○議長（沖田  守君）  以上で、提案理由の説明を終わります。 

 議案第６１号専決処分の承認を求めることについて、津和野町税条例等の一部改正に

ついて、これより質疑に入ります。ありますか。いいですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようであります。質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認めます。 

 これより議案第６１号を採決します。本案件を承認することに賛成の方の起立を求め

ます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（沖田  守君）  起立全員であります。よって、本案件は承認することに決定

いたしました。 

 議案第６２号専決処分の承認を求めることについて、津和野町国民健康保険税条例の

一部改正について、これより質疑に入ります。ありませんか。９番、寺戸昌子君。 

○議員（９番 寺戸 昌子君）  ちょっと説明をいただいたのではよくわからないので、

一般的にはどういうふうに変わって、課税がどのぐらいの所得のある家庭はどのぐらい

の課税になるとかいうふうに説明をしていただけたらわかりやすいんですが。 

○議長（沖田  守君）  健康福祉課長。 



○健康福祉課長（土井 泰一君）  この改正につきましては、国のほうが国民健康保険

税に対する負担感を減少するために、今、毎年継続的に行っていまして、私も担当課長

になりましてもう３年ぐらい連続でこの専決を行っているところであります。 

 いわゆるその７割軽減、５割軽減、２割軽減という、国民健康保険税に対しては減額

措置があるわけでありますが、そこの部分の今回につきましては５割軽減のところ、今

までは２８万円掛ける、その世帯の被保険者数プラス３３万円より以下の人については

５割軽減だったのを２８万５,０００円掛ける被保険者数プラス３３万円以下の人につ

いて５割軽減となりますということで、１人につきいわゆる５,０００円ほど所得範囲

が広がっているということになります。 

 また、２割軽減につきまして、同じように５１万円が５２万円に上がるというところ

で、掛ける被保険者数プラス３３万円以下の人については２割軽減となるというような

感じの中で、いわゆる所得が高くなっても軽減の率がそのまま低いままになるとか、低

く下がるとか、そういう形になるという、簡単に申し上げますとそういうものでありま

す。 

○議長（沖田  守君）  ほかにありますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようであります。質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認めます。 

 これより議案第６２号を採決します。本案件を承認することに賛成の方の起立を求め

ます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（沖田  守君）  起立全員であります。よって、本案件は承認することに決定

いたしました。 

────────────・────・──────────── 

日程第８．議案第６３号 

○議長（沖田  守君）  日程第８、議案第６３号令和２年度津和野町一般会計補正予

算（第２号）を議題といたします。 

 執行部より提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（下森 博之君）  それでは、議案第６３号令和２年度津和野町一般会計補正予

算（第２号）についてでございますが、歳入歳出それぞれ７億４,４４５万５,０００円



を追加し、予算総額を歳入歳出それぞれ９９億５,２４５万５,０００円とするものでご

ざいます。 

 詳細につきましては、担当課長から御説明を申し上げます。 

○議長（沖田  守君）  総務財政課長。 

○総務財政課長（岩本 要二君）  それでは、議案第６３号を御説明いたします。 

 それでは、歳出の主なものから御説明いたしますので、１０ページをお開きください。 

 全体を通しまして、新型コロナウイルス感染症対策関連予算を計上させていただいて

おります。 

 総務費の特別定額給付費事業費でございますが、委託料といたしまして、システム改

修委託料２６４万円を計上、負担金補助及び交付金としまして、特別定額給付金７億１,

８５０万円を計上しております。 

 １枚めくっていただきまして、民生費の児童福祉総務費でございますが、負担金補助

及び交付金といたしまして、児童手当を受給する世帯に対する臨時特別給付金６７４万

円を計上しております。 

 １枚めくっていただきまして、商工費の商工振興費でございますが、先ほど全員協議

会のほうで、商工観光課長から資料に基づいて御説明をさせていただきました。 

 資料１の８、新商品試作開発支援事業に係る予算ということでございますので、内容

のほうを見ていただけたらというふうに思います。 

 それから、１枚めくっていただきまして、消防費の災害対策費でございますが、需用

費といたしまして、消毒液あるいはマスク、そういった購入に伴う消耗品費を３９１万

円計上をさせていただいております。 

 それでは、歳入のほうの御説明をいたしますので、８ページにお戻りください。 

 国庫補助金の総務費国庫補助金でございますが、特別定額給付金給付事業費補助金７

億１,８５０万円、事務費補助金として７６９万３,０００円の合計７億２,６１９万３,

０００円を計上しております。 

 民生費国庫補助金として、児童手当を受給する世帯に対する臨時特別給付金給付費補

助金７２６万２,０００円を計上しております。 

 繰入金では、財政調整基金繰入金１,１００万円を計上させていただいております。 

 以上でございます。 

○議長（沖田  守君）  以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより質疑に入ります。ありませんか。いいですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようであります。質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 



○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認めます。 

 これより議案第６３号を採決します。本案件を原案のとおり決することに賛成の方の

起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（沖田  守君）  起立全員であります。したがって、議案第６３号令和２年度

津和野町一般会計補正予算（第２号）は原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

日程第９．報告第１号 

○議長（沖田  守君）  日程第９、報告第１号平成３１年度津和野町一般会計繰越明

許費繰越計算書の報告について、執行部より報告を願います。町長。 

○町長（下森 博之君）  それでは、報告第１号平成３１年度津和野町一般会計繰越明

許費繰越計算書の報告についてでございますが、地方自治法施行令第１４６条第２項の

規定により、平成３１年度津和野町一般会計繰越明許費繰越計算書を調製いたしました

ので、報告するものでございます。 

 詳細につきましては、担当課長から御報告を申し上げます。 

○議長（沖田  守君）  総務財政課長。 

○総務財政課長（岩本 要二君）  それでは、報告第１号を御説明いたします。 

 １枚めくっていただきまして、別紙をお開きください。 

 平成３１年度津和野町一般会計繰越明許費繰越計算書でございます。 

 まず、総務費の津和野庁舎耐震補強・改修設計業務でございますが、既存土壁の改修

設計に不測の日数を要したため、１,２４８万８,０００円を繰り越すものでございます。

終期は２年６月末を予定しております。 

 鹿足郡事務組合負担金でございますが、鹿足郡事務組合発注のＦＴＴＨ、第２、３期

工事エリア撤去工事、津和野サブセンター移設工事に不測の日数を要したため、７,５

６７万６,０００円を繰り越すものです。終期は３年２月末を予定しております。 

 津和野城山整備事業の広葉樹植栽業務でございますが、史跡等の現状変更手続に誤り

があり、関係機関との調整に不測の日数を要したため、２,０２５万１,０００円を繰り

越し、ほか２事業とあわせて３,７１５万１,０００円を繰り越すものです。終期は３年

３月末を予定しております。 

 次に、民生費のプレミアム付き商品券事業でございますが、商品券利用可能時期が２

年３月３１日であり、４月以降に換金業務を行うため、２７５万円を繰り越すものです。

２年４月末に完了をしております。 



 次に、農林水産業費の地形図作成業務でございますが、公共測量許可申請及び地元調

整に不測の日数を要したため、１,１２１万円を繰り越すものです。終期は２年８月末

を予定しております。 

 アユ種苗生産施設整備補助金でございますが、現土木事務所の設計申請等の受検に不

測の日数を要したため、２２３万５,０００円を繰り越すものです。終期は３年３月末

を予定しております。 

 次に、商工費の歴史的風致維持向上事業でございますが、津和野駅周辺整備事業につ

いて、他機関との計画調整に不測の日数を要したため、６,１２８万円を繰り越し、ほ

か４事業とあわせて１億９,７９１万４,０００円を繰り越すものです。終期は２年１２

月末を予定しております。 

 次に、土木費の地籍調整事業でございますが、一筆地調査実施地区に隣接する次期地

籍調査予定地区との境界調整に不測の日数を要したため、９９４万円を繰り越すもので

す。終期は３年３月末を予定しております。 

 水路修繕事業でございますが、同区域内の下水道工事や地元調整に不測の日数を要し

たため、２,０６８万円を繰り越すものです。終期は２年１０月末を予定しております。 

 道路新設改良事業でございますが、商人線の迂回路ルート調整に不測の日数を要した

ため、４,９４３万８,０００円を繰り越し、ほか８路線と合わせて２億３,５２６万３,

０００円を繰り越すものです。終期は３年３月末を予定しております。 

 道路長寿命化対策事業でございますが、工事用資材運搬路の選択に当たり、地元との

調整等に不測の日数を要したため、１億１３１万６,０００円を繰り越すものです。終

期は３年３月末を予定しております。 

 次に、教育費の公立学校情報通信ネットワーク環境施設整備事業でございますが、校

内ネットワークの機器調達に不測の日数を要したため、２,００２万４,０００円を繰り

越すものです。終期は３年３月末を予定しております。 

 社会教育施設整備事業でございますが、喜時雨多目的広場テニスコートフェンス修繕

工事について、資材調達に不測の日数を要したため、１７０万４,０００円を繰り越し、

ほか１事業と合わせて３００万１,０００円を繰り越すものです。終期は２年６月末を

予定しております。 

 津和野城跡整備事業でございますが、入札不調及び倒木の伐採処分に不測の日数を要

したため、２,６０９万８,０００円を繰り越すものです。終期は２年５月末を予定して

おります。 

 災害復旧費の現年林道災害復旧事業でございますが、当初想定の土出と異なりが判明

し、工法の検討等に不測の日数を要したため、４２８万９,０００円を繰り越すもので

す。終期は２年５月末を予定しております。 

 以上でございます。 



○議長（沖田  守君）  報告終わりましたが、特に質疑があれば、これを許します。

ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようであります。質疑を終結します。 

────────────・────・──────────── 

日程第１０．報告第２号 

○議長（沖田  守君）  日程第１０、報告第２号平成３１年度津和野町下水道事業特

別会計繰越明許費繰越計算書の報告について、執行部より報告を願います。町長。 

○町長（下森 博之君）  それでは、報告第２号平成３１年度津和野町下水道事業特別

会計繰越明許費繰越計算書の報告についてでございますが、地方自治法施行令第１４６

条第２項に規定により、平成３１年度津和野町下水道事業特別会計繰越明許費繰越計算

書を調製いたしましたので、報告するものでございます。 

 詳細につきましては、担当課長から御報告を申し上げます。 

○議長（沖田  守君）  環境生活課長。 

○環境生活課長（清水 浩志君）  それでは、報告第２号について御説明をいたします。 

 平成３１年度津和野町下水道事業特別会計繰越明許費繰越計算書でございます。 

 裏面別紙をごらんいただきたいと思います。 

 特定環境保全公共下水道事業でございますが、下水道管布設工事発注に当たり、工事

区域内において、町道稲成丁線水路修繕工事が施工予定であることが判明したため、下

水道管路の計画変更や地元協議等が必要となり、不測の日数を要したため、年度内完了

が困難となり、３,２７９万９,０００円を繰り越すもので、終期は令和２年９月末を予

定しております。 

 以上でございます。 

○議長（沖田  守君）  報告は終わりました。特に質疑があれば、これを許します。

ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようであります。質疑を終結します。 

────────────・────・──────────── 

日程第１１．報告第３号 

○議長（沖田  守君）  日程第１１、報告第３号平成３１年度津和野町水道事業会計

予算繰越計算書の報告について、執行部より報告を願います。町長。 

○町長（下森 博之君）  それでは、報告第３号平成３１年度津和野町水道事業会計予

算繰越計算書の報告についてでございますが、地方公営企業法第２６条第１項の規定に

より、平成３１年度津和野町水道事業会計予算繰越計算書を調製いたしましたので、同

条第３項の規定により、報告するものでございます。 

 詳細につきましては、担当課長から御報告を申し上げます。 



○議長（沖田  守君）  環境生活課長。 

○環境生活課長（清水 浩志君）  それでは、報告第３号について御説明をいたします。 

 平成３１年度津和野町水道事業会計予算繰越計算書でございます。 

 裏面別紙をごらんいただきたいと思います。 

 県道津和野田万川線道路改良工事に伴う配水管移転工事でございますが、県施工の単

独工事におくれが生じ、水道管を布設する箇所が工期内に完成せず、工事が施工できな

いことから、年度内完了が困難となり、３００万円を繰り越すもので、終期は令和２年

９月末を予定しております。 

 次に、町道日原添谷線道路改良工事に伴う水道管移転工事及び町道木毛線道路改良工

事に伴う水道管移転工事でございますが、町施工の工事におくれが生じ、水道管を布設

する箇所が工期内に完成せず、工事が施工できないことから、年度内完了が困難となり、

それぞれ１５０万及び４００万を繰り越すもので、終期は両工事とも令和２年９月末を

予定しております。 

 次に、日原第２水源池浄水場施設整備工事でございますが、関係機関との協議等に不

測の日数を要したことから、年度内完了が困難となったことにより、１億１,９１４万

１,０００円を繰り越すもので、終期は令和２年８月末を予定しております。 

 以上でございます。 

○議長（沖田  守君）  報告を終わります。特に質疑があれば、これを許します。あ

りませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようであります。質疑を終結します。 

────────────・────・──────────── 

日程第１２．請願第３号 

○議長（沖田  守君）  日程第１２、請願第３号木部さとやま保育園の移転新築に伴

う給食室の存続を求める請願についてを議題といたします。 

 文教民生常任委員会委員長の報告を求めます。板垣敬司君。 

○文教民生常任委員会委員長（板垣 敬司君）  文教民生常任委員会請願審査報告書、

令和２年第２回３月定例会において、本委員会に付託された請願を審査した結果、次の

とおり決定したので、会議規則第９４条第１項及び第２項の規定により報告します。 

 請願受理番号、第３号。付託年月日、令和２年３月２４日。件名、木部さとやま保育

園の移転新築に伴う給食室の存続を求める請願。審査の結果、不採択。 

 １、審査事件。木部さとやま保育園の移転新築に伴う給食室の存続を求める本請願は、

木部さとやま保育園の移転新築に際し、今後の園児数増加を見据え、給食室の存続を求

める趣旨で提出されたものである。 



 ２、審査年月日及び出席者。令和２年４月１４日火曜、午前９時より、出席者、文教

民生常任委員会６名、紹介議員、川田剛議員、御手洗剛議員、社会福祉法人つわの清流

会、大内宗泰理事長、健康福祉課、土井泰一課長。 

 ３、審査方法。机上審査。 

 ４、審査内容。 

 平成２８年４月、木部保育園は、社会福祉法人つわの清流会に津和野町より移管され、

民営化として、木部さとやま保育園として現在、小規模保育事業Ａ型の定員１２名で運

営されている。平成３１年度末には、１４人が入所されています。 

 小規模保育事業Ａ型の基準では、給食は原則自園調理であるが、調理業務の委託や連

携施設等からの搬入は可能となっている。その場合、加熱、保存等の調理機能が必要に

なってくる。 

 調理員は業務を委託する場合及び連携施設等からの搬入の場合は、不要である。 

 地域との関係では、米はもとより地域の野菜を提供する方も多い。また、畑を提供し、

植えつけから収穫まで、園で利用する食材を確保している。 

 給食が離れることによる地域食材が離れるのではないかという不安と、給食に限らず、

おやつ等に関しての調理師がいない状態で、これまでの保育が確保できるのか、保護者

会と２回の話し合いの場を設けられました。 

 令和２年３月に、木部さとやま保育園保護者会から全員一致で、給食については、他

園からの配送でよいことと調理師の配置は必要ないことの回答があった。 

 その後、木部地区自治会連絡協議会より、「木部さとやま保育園の移転新築に際し、

今後の園児数増加を見据え給食室の存続を求める請願書」が提出された。 

 保護者会と地域との意見の一致が見えない中で、運営先である社会福祉法人つわの清

流会としては、１２名定員の小規模で給食室をつくり、調理員を配置しての運営は難し

いと判断された。４月より日原保育園の運営も始まり、令和３年には園舎建てかえに伴

い給食室の充実と合理化が図られる。 

 津和野町は将来、園児が増加し、小規模保育事業の１９名を超えて、２０名以上の定

員になれば保育所として、県の認可が必要になるので、保育室の拡張と給食室の設置を

することとしている。 

 ５、審査意見。 

 １、平成２４年に津和野町保育園統合計画が策定され、保護者・地元説明会の結果、

理解が得られなかったため、町主導で社会福祉法人つわの清流会が設立され民営化され

ました。木部さとやま保育園の運営が移管されたことを再認識する必要があります。 

 厳しい状況の中で生まれた社会福祉法人つわの清流会の今後の経営努力に期待し、津

和野町としての保育のあり方を検証すべきである。 

 ２、人口減少下とともに、広域入所の可能性を追求するべき時期が来ている。 



 ３、配送に関しては、距離的課題を含め、畑迫保育園も視野に入れて対応を検討して

いただきたい。 

 ４、木部さとやま保育園の環境は、木部小学校、木部公民館と近い位置にあり、園の

行事ではこれまで同様以上に、地域との関わり方を発展させるべきである。 

 ６、審査結果。 

 現状では、給食室の設置は厳しいと判断した。 

 以上、本委員会は意見を付し、賛成少数により不採択とするものと決した。 

 令和２年４月２４日、津和野町議会議長沖田守様、文教民生常任委員会委員長板垣敬

司。 

 以上でございます。 

○議長（沖田  守君）  ありがとうございました。 

 委員長報告への質疑に入る前に一言申し上げておきたいと思いますが、本町の議会の

運営申し合わせ事項において、議員は自己の所属する委員会の委員長報告については質

疑をしない、このように申し合わせをしております。したがって、４月３０日付で委員

会構成の変更がありました。 

 文教民生常任委員会が４月中に本案件について結審をしておりますので、ここでの自

己の所属する委員会につきましては、旧の所属委員会との認識で質疑に臨んでいただき

ますようお願いを申し上げます。おわかりいただけましたかいね。 

 それでは、委員長の報告について質疑に入ります。ありませんか。６番、丁泰仁君。 

○議員（６番 丁  泰仁君）  委員長、再確認の意味でちょっと質疑をいたします。 

 審査内容で報告の中に、最後のあたりですが、津和野町は将来、園児が増加し云々か

ら、１９名を超えて２０名以上の定員になれば保育所として、県の認可が必要になるの

で、保育室の拡張と給食室の設置をすることとしていると、つまり行政は、今般の請願

におきましても、今後の園児数の増加を見据え、給食室の存続を求めると、今後の将来、

そうしますと今、この最後の津和野町云々以降はまさにこの請願の意を期せずして、組

んでいるような状態になっているんじゃないかと思うんですよね。だから、そういう点

では余り近寄らずに、ほとんどこのたびの請願の趣旨、目的を行政は将来において、ち

ゃんと納得していると、そういうふうに私は理解しましたがいかがでしょうか。 

○議長（沖田  守君）  委員長。 

○文教民生常任委員会委員長（板垣 敬司君）  審査の過程において、そのことについ

て委員のメンバーからそういう質問に対しまして、執行部から明確なこのような対応が

あったことを申し添えておきます。 

○議長（沖田  守君）  いいですか。ほかにありますか。 

○文教民生常任委員会委員長（板垣 敬司君）  執行部がそういう状況に立ち至ったと

きには、当然、小規模保育所というレベルではなくなるということですから、その時点

においては町としては……。 



○議長（沖田  守君）  ６番、丁君が納得すればいいんだから、いいですね。 

○議員（６番 丁  泰仁君）  はい。 

○議長（沖田  守君）  次、ほかにありますか。９番、寺戸昌子君。 

○議員（９番 寺戸 昌子君）  幾つか質問させていただきます。 

 報告の中にあった給食が離れることによる地域食材が離れるのではないかという不

安を給食に限らずおやつなどに関して調理師がいない状態で、これまでの保育が確保で

きるのかというところで話し合いを設けられたということなんですが、そこは保護者の

方はおられるけど、現場の職員の方はおられなかったみたいに、この文書では受けとり

ます。現場の職員の方はこれに関してどう思っておられるかということを一つ。 

 それから、保護者の方が全員一致で文書を出されたというその文書をいただきました

が、コピーをいただきましたが、その保護者の方が文書を出されるというのがちょっと

私には違和感がありまして、全員一致なら文書なんか出てくるはずないという感覚を持

っていたもので、その辺なぜ文書が出たのかということ。 

 それから、このまま給食室をつくらないで保育園を新設されて、給食室を増設すると

決断された場合に改修工事が必要になりますが、その場合はどのぐらいの期間がかかっ

て給食開始になるのかということ。 

 それから、もう一つ最後に給食を木部でつくらないと方針転換するのに現場の保育士

さんや調理師さんからどのような意見が出たのかというのをお聞きしたいです。 

○議長（沖田  守君）  委員長。 

○文教民生常任委員会委員長（板垣 敬司君）  何点かあったので、再度お聞きするか

もしれませんが、最初に、地域の食材が今までどおり活用されて云々という御質問でご

ざいましたが、新しくつくる施設においても、最低限の１５平方メートルと言われてお

りますが、そのスペースの中には当然保育所というのはご飯は自園で炊くことなってい

ますから、ご飯は炊けると、さらに流しというか、そういうものも余り大きなものでは

ないですけども、そういうものが設置されるということで、少々の調理、加熱云々等に

ついてはそのスペースで対応できるというふうに聞いておりますので、ただ、今までど

おりの副食そのものが自園で調理できないでというだけであって、配送するのはあくま

でも副食だけですよというのを私は審査の中では理解したところでございます。１５平

米が広いか狭いかは別として、ある程度の調理には対応できるというふうに理解しまし

た。 

 それから、保護者会の意見が後から出たということについて違和感がある、そのこと

については我々は審査の過程でも、今日までの、最初に平成２４年の津和野町の保育園

の統合計画からずっと時系列に見たときに、それなりに保育所の統廃合計画があって、

最終的には地元の皆様方の強い要望のもとで、木部と直地が存続をする。ただし、公立

としての存続は難しいということで、民営化、いわゆる社会福祉法人つわの清流会を立

ち上げられて、それを運営していただくというような、そういう歴史的背景を感じてお



りまして、そのことについてるる当然運営主体であるつわの清流会と保護者会、そのつ

わの清流会の運営主体である理事会があり、スタッフ会議、それと保護会は、私どもは

一体のものと思っておりました。そんなに意見のそごがあるとか、考え方に大きな隔た

りがあるとか、そういうものは書面からは伺えませんでした。そして、私どもはその保

護者会から出た書面そのものを言葉は悪いですが、額面どおり受けとったということで

ございます。 

 それと、増改築を例えば１９人が２０人になったときにはどのぐらいの期間というこ

とでございますが、そういうところまでは具体的に期間までは審査しておりません。た

だ、スペース的には今の立地条件の中で、十二分にあることは図面上からも理解できま

したし、現場も私も見ておりますので、ここだなということで感じております。 

 最後にもう一個何でしたか。 

○議員（９番 寺戸 昌子君）  現場の保育士さん、調理師さんはどのように考えてお

られるのか。 

○文教民生常任委員会委員長（板垣 敬司君）  審査の段階で一人一人のそのスタッフ

の声を聞くということは、我々議会の委員会としては、一応代表である大内理事長が来

られて説明をされました。その中に、全ての意味合いが十分理解されているものと受け

とめさせていただきました。 

○議長（沖田  守君）  ９番、寺戸君。 

○議員（９番 寺戸 昌子君）  今お答えいただいた中で、現場で今現在、木部で保育

をされている方々の現場の声というのは、委員会のほうでは、大内先生は現場にはほと

んど出られないので、現場の声というのは聞かれなかったということでよろしいですか。 

 それと、文書が出たことに対する違和感は、私は今の説明では拭い切ることができま

せんでした。というのが、全員一致であれば、みんな賛成ですよということを言うだけ

で、事は済むはずなのにわざわざ文書を書いて全員一致ですというのをなぜ出されたの

かなという、その辺の疑問が拭い切れなかったので、もし何かもっとあれば教えていた

だければと思います。 

○議長（沖田  守君）  委員長。 

○文教民生常任委員会委員長（板垣 敬司君）  調理師の当人の方の声を聞かれたかと

いう話でございましたが、私は当人の方と面識も余りありませんし、委員会として、そ

の当人の方にそういうことをお伺いしたことはありません。ただ、いろんな審査の中で

新しい日原保育園がさらにつわの清流会の運営のもとに、この４月からスタートします。

そして、現在はまだ木部のさとやま保育園の調理師の方はさとやま保育園の調理師とし

て働いておられるけども、最終的には新しい園舎、日原の保育所が令和３年には改築の

予定のように聞いておりますが、その中に重要なスタッフの一人して加わっていただけ

るということで、その調理師の方が行き先がなくなるとか、職を失うとか、そういうこ

とはないのだということは確認しました。 



 それと、文書でしたか。 

○議長（沖田  守君）  ９番、寺戸君。 

○議員（９番 寺戸 昌子君）  何で文書が出たかという。 

○議長（沖田  守君）  委員長。 

○文教民生常任委員会委員長（板垣 敬司君）  文書が出たかと──私も請願を、３月

議会が３月６日にスタートして、この請願が出ましたよ、受理されましたよというのが

たしか３月１８日ですかね。そして、最終日の３月２４日に請願が付託されました。 

 請願を出されるタイミングを私は考えたときに、もっと出されてから私のほうにも幾

らか何人かの方からも問い合わせがありましたが、やはり請願を出す、そして受理する。

そして、我々委員会がこの４月１４日にあるまでにいろんな声を聞かせてもらえるなら、

これはよかったなと思うんですが、保護者会から私に対して誰一人として請願の思いと

か、保護者会の文書、それに対する何か思いを伝える機会はありませんでした、残念な

がら。 

 私は請願をする審査する段階において、事前にある程度状況がいろんな複雑に絡まっ

ているという部分が、ある程度皆さん方からの声があれば、それはそれとしてある程度

審査の段階で私の判断基準にするものだと思いましたが、何もないものですから、別に

それ以上の審査はしませんでした。 

○議長（沖田  守君）  ほかにありますか。２番、米澤宕文君。 

○議員（２番 米澤 宕文君）  保護者会からの文書につきまして、アレルギー対応に

ついては不安要素が残る。このことについては今後相談させていただければとあります

が、このことについて何か検討されましたか。 

○議長（沖田  守君）  委員長。 

○文教民生常任委員会委員長（板垣 敬司君）  現在における保育所、つわの清流会が

運営されているところでは、どのように現場のアレルギー食というものを具体的にして

おられるかというのは聞いておりませんが、ただ、もとの児童館、今は直地保育所です

が、それは日原の保育園の給食室から配送しておられますように、現実的にアレルギー

対応の子供たちがそれぞれの保育所に何人おられて、それにどういう対応をしておられ

るのかという現実の対応は、審査の過程では伺っておりません。ただ、今回、木部さと

やまの保育所の中には、そのアレルギーの方が何人かおられるのかもしれませんが、そ

れに対してはやはり十分な配慮のもとに、これからの運営主体であるつわの清流会が格

段の配慮を持って対応されるものと、その審査の段階では理事長からの返事でお伺いし

た次第であります。 

○議長（沖田  守君）  ほかにありますか。１０番、後山幸次君。 

○議員（１０番 後山 幸次君）  委員長にお尋ねをいたしますが、ここで報告書を見

まして、これは保護者会から出た資料でこの報告をされておりますが、保護者会での話



し合いの結果、全員一致で調理師の配置は必要ないと、この意見が統一されて出された

というふうに書かれております。 

 それと、この報告書では、設備面について地元から食材供給、各種イベントなどで調

理する場面も多く、その際には調理ができる程度の設備で園舎の建設を願うものである

というふうに両方書いてあるわけですね。私は、この報告書は首尾一貫されていないと

いうふうに思っております。また、自家撞着しているようにも思っておりますが、委員

会で審査の結果、どちらをどのような何をされたのか、意見が出ておるのかお聞きした

いと思います。言うとることわかるかいね。 

○議長（沖田  守君）  委員長、答えられない場合には答えられないでいいんだから。

後山君。 

○議員（１０番 後山 幸次君）  保護者会から出た文書を言いよるんですから、もし

くは審査をされておらんならそれでよろしゅうございます。執行部のほうへ聞きますの

で。 

○議長（沖田  守君）  委員長。 

○文教民生常任委員会委員長（板垣 敬司君）  それじゃあ、私のほうで答えられるだ

けの範囲でちょっと意図するところにお答えになるかどうかわかりませんが、食材提供

が今までは手厚くなされておった部分が、給食室がなくなることによって食材そのもの

がうまく子供たちの食事に入らないという部分は現実的にそうなるのかなというふう

な部分もありますが、理事長の話を伺いますと、園の近くの畑でいろんなものを今もつ

くっておられるようですが、例えばサツマイモ一つにしても、持って帰ってサツマイモ

を今のような形で１５平米のご飯を炊く施設、小さな流しがある。そういうところにも

若干の加熱処理云々ができるということで、従来とそんなに変わらない活動ができるの

ではないかというふうなお答えでございました。 

 それと、各種イベントということで、私もいろんなイベントをこれから保育園の中で

やられる際に、実際、給食室があることとないことによってどれだけの不合理というか、

あるのかなと考えたときに、立地条件がたまたま報告書の中にもあるように、公民館と

極めて近い、今の園舎よりも、今の園舎は町道を二つまたいで公民館まで、もし使うと

するならば距離があります。今、建てようとしている部分は歩いて七、八十メートルか

な。それも直線、それも町道なんか歩かなくても、そういう利便性から考えて、むしろ

公民館の厨房施設等をうまく利用することによって、地域と地域の皆さんとのイベント

も十分可能であるし、別に保育園の中に給食室がなければ、そのイベントができないと、

そういう状況にはない、そのように私は現場を見て、そして現実、保育所だけで食育と

いうものじゃなくて、地域がどう変わるかということが私は大切だと身を持って私は感

じたところでございます。 

○議長（沖田  守君）  ほかにありますか。１０番、後山君。 



○議員（１０番 後山 幸次君）  委員長に私が質問したのは、大変、保護者会からの

答弁書のことでお尋ねしたので、大変失礼ではあったと思いますが、執行部に対して質

問したいと思うんですが、許可をいただきたいと思います。 

○議長（沖田  守君）  後山君に申し上げますが、これまでの事例もいろいろ鑑みて、

執行部への質問というのは、委員長報告の中で過去、事例は私はないと思うんですが、

あなたが委員長時代にありましたか。後山君。 

○議員（１０番 後山 幸次君）  私の委員長時代にあったかないか、そのような問題

じゃないと思います。 

 ここへ我々の資料のひとつとしていただいているんですよ。 

○議長（沖田  守君）  ちょっと待ってください。それは問題じゃないと言っても、

議会は議会のルールでやるわけですから。（発言する者あり）だから、申し上げますが、

あなたが委員長時代にそういう事例はありましたかと。（発言する者あり）だから、し

たがって、あなたの申し出はお断りをしたいと、こういうことです。お断りをいたしま

す。（発言する者あり）あなたの御質問はお断りをいたします。（発言する者あり）私

はこの委員長報告の場というのは、執行部に対する質問時間ではありませんので。（発

言する者あり）それは、私も重々承知しております。（発言する者あり）それは委員長

報告の時間にする必要はないでしょ。（発言する者あり）いや、許しません。許しませ

ん。発言を許しません。（発言する者あり）私は許しません。（発言する者あり）私は

許しません。これまでにもいろいろ執行部が答えたほうがいい場面はたくさんありまし

た。しかし、委員会の委員長の責任で持って回答をしてきたんですから、その事例は…

…。（発言する者あり）私も重々承知しております。（「議長、議事進行」と呼ぶ者あ

り）私は許しません。発言を許しません。３番、川田君。 

○議員（３番 川田  剛君）  暫時休憩を開いて、確認をしていただけたらと思いま

す。 

○議長（沖田  守君）  何を確認するの。（発言する者あり）発言を許さないのをど

うする。私を許さんの。（発言する者あり）委員長報告の場で、そのような場は今まで

なかったから。（発言する者あり）なんぼ書いてあっても許さんと言ったら許さんです

よ。（発言する者あり）ちょっと暫時休憩といたします。 

午前 11時 08分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前 11時 10分再開 

○議長（沖田  守君）  休憩を解き本会議に入ります。 

 委員長報告についての質疑はほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようでありましたら、質疑を終結します。 



 これより討論に入ります。念のため申し上げておきたいと思いますが、討論の順序は

会議規則第５２条の規定により、原案に反対者、続いて賛成者の順で発言許可すること

が本来でありますが、本請願に対する委員長報告は不採択であります。したがって、今

回は委員長報告を受け、原案すなわち請願に賛成者、続いて請願に反対者の順で発言を

許可いたします。 

 まず、原案に賛成者の発言を許します。７番、御手洗剛君。 

○議員（７番 御手洗 剛君）  それでは、本請願の賛成の立場で討論をいたします。 

 木部さとやま保育園につきましては、昭和４３年に建築され老朽化が激しく平成３０

年度に保育園運営法人により園舎建てかえの要望があり、また、木部地区自治会連絡協

議会からの旧木部中学校跡地のグラウンドへの新築移転の要望を踏まえ、執行部は令和

２年度に移転新築を決定いただきました。これにつきましては、地区民の一人でありま

す私も感謝申し上げたいと思っております。 

 それから、保育園の所在であります木部地区は、５月１日現在、世帯数２６６の人口

５６５人の高齢化率５４.６９％の状況であります。本庁舎から最も遠い地に位置して

おります。 

 そのような中、木部さとやま保育園へ通園している１４名の園児や木部小学校へ通学

する２１名の児童は、木部の宝、木部の星であり、子供たちは地域で育てようという気

風が定着しております。数年前からも保育園に地域の米や野菜を提供される方も多数あ

り、地産地消と食育が実践されてまいりました。 

 今回の新築移転に伴い、自園の給食室がなくなることは、園児はもとより地区民にと

っても大変残念な動きであり、日原保育園で調理された副食を遠地にある木部さとやま

保育園への配送は、温かい食事の提供これにも課題があると思います。今までどおり給

食室を存続すべきと考えます。 

 以上のことから、請願に賛成をいたします。 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に反対者も発言を許します。１１番、岡田克也君。 

○議員（１１番 岡田 克也君）  それでは、反対の立場で討論申し上げます。 

 木部保育園、そして直地保育園も自園調理することが理想であり、それがそこでつく

った給食をその園児たちが食べられる、それは最も理想とするものであります。ただし、

聞くところによりますと、社会福祉法人つわの清流会も数百万円の赤字が見込まれてお

り、そして自園調理をする場合の木部保育園の人権費、調理師の人件費をそのまま存続

し、そして日原保育園に移管しない場合は、また数百万円の負担が生じるということで、

つわの清流会におかれましては、苦渋の決断をされたとお聞きしたことであります。 

 今回の園舎設立に関しまして、２月中には完成して現在の年長児が最後に新しい保育

園に入り、そして古い園舎とお別れをするという、そういう機会はできれば年度中に完

成することを望んでおります。３月中に完成して、それで現在の園舎とのお別れ、そし

て新しい園舎に入るということぜひとも実現をしてもらいたいと思います。 



 今回、委員長報告のとおり人数が２０人以上となった場合には、自園調理をしても採

算的に成り立つと考えます。その際には、県の基準に適合したその保育室の増築と、そ

して専門の最新の設備を備えた調理室を増築すべきだと考えます。配管などは使わなけ

れば劣化するおそれもあり、そのときに新しいものを増築する、それのほうが私はよい

と考えることであります。 

 今年度に関しましては、先の見えないコロナウイルスの不安がたくさんあり、そのこ

とに対して町も本年度予算はできるだけ起債も含めて、そのことに対していくべきだと

思っております。町の執行部からも２０名以上になったときには、県の基準に対するそ

の適合するものを増築するということでございますので、今回は請願の方々のその思い

は重々に理解しますし、本来は自園調理すべきだと思いますが、今回に関しましては反

対として討論をいたします。 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。３番、川田剛君。 

○議員（３番 川田  剛君）  紹介議員の一人ではありますが、賛成の立場で討論さ

せていただきます。 

 まず、木部さとやま保育園の運営委託先であります、つわの清流会様の経営判断は当

然尊重しておりますし、本請願は津和野町の公の施設に関するものであることをまずは

申し上げさせていただきます。そして、異例のスピードで審議をいただき感謝申し上げ

ます。 

 木部さとやま保育園は、基本的に３歳未満児を対象とした小規模保育事業所Ａ型であ

ります。Ａ型、Ｂ型は６から１９人、Ｃ型は６から１０人であり、木部さとやま保育園

が設定しております定員は１２人であり、国の基準から申しましても利用者１４人は決

して人数が少な過ぎる状況ではなく、むしろ定員オーバーの状況であると言えます。 

 ちなみに平成２７年度に左鐙に開園しました民間保育園の園児数は現在１６人で、地

域の園児は３人、日原地域から７人、津和野地域から５人、益田市から１人、１６人の

うち圏外からの移住者は６人であり、自園給食を提供しております。 

 そこで、新築園舎への給食室の設置についてでありますが、木部さとやま保育園の定

員は決して少ないわけではなく、むしろオーバーしている状況でありますので、給食室

を設置して調理師を配置し、自園で給食を提供できるだけの運営能力はあるのではない

かと思っております。また、給食室を設けることによる財源の負担の懸念よりも、むし

ろ調理師を配置できなくなった要因は何なのかということに目を向けるべきだとも思

います。 

 つわの清流会様が抱える採算がとれない事業であっても、津和野町には必要な事業で

あります。木部さとやま保育園の給食で埋め合わせるのではなくて、町の責任において

必要な事業への財源の投入をするべきではないでしょうか。 



 給食の外部搬入についてです。３歳未満児に対しましては、発達の個別差が大きく、

体調不良児や、対応によっては命にかかわる食物アレルギー児等への食事提供において

は、臨機応変かつ適切で迅速な対応が必要になってきます。 

 また、４月１０日全員協議会で報告がありました保育園保護者会による協議の検討結

果についてという文書の中で、アレルギー食の対応と地元から食材をいただいた場合や、

イベント等で調理ができる程度の設備がある園舎のお願いについては、町として配膳室

のようなもので対応したいとのことでありました。 

 一方で、保育園では給食のみならず、おやつも提供を行っております。アレルギー食

の対応、地元から食材をいただいた場合、毎日のおやつの提供、対応するとはどのよう

な対応なのか。調理師を配置していない簡易な調理施設で対応できるものなのか、臨機

応変で、また適切な対応が可能なのかと懸念を感じております。 

 ２０２０年３月に津和野町が策定しました第２期津和野町子ども・子育て支援事業計

画には、「教育・保育施設の利用希望」と題した津和野町の就学前児童の保護者１８６

人を対象としたニーズ調査が掲載されております。その中で、複数回答が可能な設問で

あります施設サービスの選択で重視する点で回答した就学前児童の保護者１０９人、１

８６人に対して１０９人、回収率５８.６％でありますが、１０９人のうち７１人が給

食を提供していることを選択しております。これは１２ある選択肢の中で２番目に多い

施設サービスの選択で重視する点であります。１番多いのは「自宅の近くにある」これ

が７６人、３番目に多いのは「職員の対応や印象がよい」で６２人、４番目に多い「教

育・保育の内容がいい」が４７人であります。 

 いずれにいたしましても複数回答の中で、給食を提供していることを施設サービスの

選択で重視する点とする保護者の方々が７１人もいるということの重要性がおわかり

いただけると思います。 

 そして、園舎新築の大前提となっておりますこの協議の検討結果についてであります

が、保護者会が全員一致で意見の統一ができたとのことでありますが、ある保護者はま

だ承知しておりませんし、それゆえ、この請願を含め、私どもに相談をされております

ことを申し添えさせていただきます。 

 いずれにいたしましても、給食再開は遠い未来の話ではなく、現在でも十分給食が再

開できる園児数であり、つわの清流会様の努力によってはさらに園児数の増も図られる

と期待しているところであります。 

 新築される津和野町の保育園は給食室をつくらず、自園給食を中止して配食にすると

いうことが、子育て世帯にどのようなメッセージとして伝わっていくのかをよく考えて

いただきたいと思います。 

 最後に、同僚議員の皆様には本請願に御賛同いただき、何とぞ採択していただきます

ようお願い申し上げますとともに、あわせて、つわの清流会様の御英断と地域の皆様、

町長を初め、津和野町関係各所からの御助言、御指導、御支援のもと新築移転後は一日



でも早い新築園所での自園給食の再開、可能であれば自園給食の継続を期待し、賛成討

論とさせていただきます。 

 以上です。 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に反対者の発言を許します。２番、米澤宕文君。 

○議員（２番 米澤 宕文君）  反対をいたします。 

 まず、その理由としまして、将来、つわの清流会が自園給食を必要とするまで園児数

は増加したときとありますが。まず、５月５日のこどもの日のテレビ放送で、日本の１

５歳以下の子供が３９年連続で減少していると。なお、唯一、増加しているのは東京都

だけであるとの報道がありました。 

 これによりましても、木部地区の園児数、木部だけでなくてほかからも来られるかも

しれませんが、急激に増加するとは思えないと思っております。先ほども委員長報告が

ありました。前回の全員協議会の回答がありましたが、増加した場合は増築するとの回

答がありました。したがって、今の段階で給食室の設置は不要不急であると思っており

ます。 

 新型コロナウイルスで大きな打撃を受けられている商工業など、また、ほかの方の援

助は必要、そして緊急であります。優先するべきであると思います。例えば５００万円

かかるとすれば、その財源を有効にそのほうの支援に回すべきではないかと思っており

ます。 

 二つ目に、もしもこの請願が可決されれば、今後、他地域からの新築、解体、存続な

どさまざまな請願書が出てくると思います。このようなことを危惧しております。例え

ば、今は直地保育園は給食室は不要であるとのことでありますが、もしこのようなこと

が可能であれば、出ないかもしれませんが、請願書が出た場合には困難な対応を迫られ

ると思います。 

 そして、先ほどもありましたが、近くに木部公民館の調理場があります。これは保健

衛生法で可能かどうかはわかりませんが、そこで調理したものを運ぶということが可能

かどうかはちょっとわかりません。そういうことで、反対とさせていただきます。 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。寺戸君。 

○議員（９番 寺戸 昌子君）  まず、我が町が目指す「若い女性が済みたくなるまち」

という町に、かつて子育てをした女性としてお話をさせていただきます。 

 ３人の子育てをしましたが、保育園に預ける際、給食がないということはもうあり得

ないことで、３歳未満の子供を預ける親の気持ちとしては離乳期を、もし給食のない保

育園で離乳期を過ごさせるなんてもうとても考えられません。その日の体調によってか

なり子供変わります。今は御飯食べないけど、もう数時間したら食べるかもしれないと

かいうそんな対応は誰がしてくれるんだろう。それから離乳期というのは日一日変わっ

ていきます。きょうは一口しか食べなかったけど、あしたは二口、母乳やミルクから離



乳していく際に、微妙な感覚を遠く離れて何十分もかけて運んでくる方の調理されるも

のでカバーできるとはとても考えられません。 

 しかし、厳しい経営状況ということで給食の配送を決定されたということです。経営

状況が改善されたときは速やかに自園での調理ができるよう設備を整えていく、そうい

うことが行政のやるべき役目だと私は考えます。今はできないけど給食がつくれるよう

に、自園で調理できるようになった際には、すぐに調理にかかれるというその設備を整

えておくべきだと思うんですが、増設とか改修とかいうのにどのくらい時間がかかるか

っていうことは委員会のほうでは調査されなかったということで、考えるに設計して資

材を集めてどこかに入札してもらってということを考えると、かなりの時間がかかりま

す。離乳期だった子供はもう普通の食事に変っているような、それくらいの期間かかる

んじゃないかと、私は考えます。 

 そういうことを考えると、給食室が存続されてないということは非常に子供を預ける

親としては、選択肢にその保育園はならないということです。 

 先ほどから、今は緊急事態なのでコロナのほうにお金を回すべきという声が何回か出

ていますが、子供はもうその日その日成長していきます。今、育っていく保育園にいる

子はたまたまコロナの時期に保育園にいます。それなのにコロナに金回せっていうのは

ちょっと理不尽なことで、子供を犠牲にせず子供のためにあるというか、子育てが安心

してできる町になるために我が町の保育園である木部保育園に改修ではなく、今現在、

給食室を備えるべきと考えます。 

 若い女性が子育てをしたいまちを目指すならば給食室の存続は不可欠と考えます。 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に反対者の発言を許します。６番、丁泰仁君。 

○議員（６番 丁  泰仁君）  私がいろいろな意見がある中で、反対の立場で少し答

弁させてもらいます。 

 私は自分の意志を判断するのに、何かやはり資料あるいはこのたびのこの文教委員会

の審査内容、そのほかを参考にしてやはり客観的に、トータル的にちょっと判断したら

と思いですが。 

 まず３点、第１点は、保護者会から全員一致で給食室は要らない調理室の配置は要ら

ないとそういう意見があったと、このことに関して先ほどから同僚議員のほうからも全

員一致というのは何かおかしいとか、そういう話は上がっておりますけど、やはりここ

はいろいろな意見があったと思うんですよ。 

 そして、そこを保護者会の代表さんがいろいろ取りまとめて、最終的にはこういう形

で保護者会としては調理室は要らないという、こういう結論になったんではないかと、

だから保護者会代表のまとめ役って何でもあるんですが、その苦労もやっぱりここにに

じみ出ているんではないかと思いますので、一応この一つと。 

 それから、やはり大きいのは経営主体である津和野社会福祉法人つわの清流会がなか

なかこれは難しいんだということを、はっきりここで断言されていると、つまり経営す



るものは、本当に財政的見地、それから、できなければこれは運営できなければこれは

本当話にならないような状態なんですよ。だからここが採算が合わないとはっきりもう

言っているところで、ちょっと難しいんだなとこういうところです。 

 それと３点目は、行政が将来、園児が増加した場合には、保育室の拡張と給食室の設

置をすると、ここでもう既に行政もこのニーズを察したときがせざるを得ないというよ

うなところで、つまり、私は請願の趣旨そういうところを担保していると思うんですよ、

ここで。 

 だから今は、５００万円ぐらいかかるかと思うんですが、そういう給食室を設置して

将来に備えるというその５００万円のお金を、それこそ先ほどからコロナの話になって

おりますが、これに合わせれば、私は実際その被害に遭っている、商売をやっています

のでね。ここを３月末から４月はゼロ、５月に至っても連休明けの稼ぎ時に３、４、５、

と干上がっています。全町内そうですよ。もうどうなるかわからない。幕を開けてみて

何軒の店が残るかわからんような状態に入っております。 

 子供の命云々、それから子供の成育そういうことも非常に大切です。こういうことを

私考えますが、差し当たって食事を断つんじゃなくて、給食をちゃんと配達されるし、

アレルギーの問題も恐らく直地で既に実験されていると思いますので、こういう問題も

話し合えば真摯に解決するんじゃないかと思います。 

 それよりも５００万円、もし余分な財政があれば、私ここでちょっと話がすれ違いま

すが、商工のほうを先ほどから前段でありましましたコロナの対策の財政のほうに、少

しでもさらに追加の予算を出して助けてほしいと、本当どうなるかわかりません。 

 それこそよく言いますが経済的に命を絶つ、そういう状況に全国でもそうですが、今

この津和野町でのそういう状態に入っております。こういうことを認識して、トータル

的に考えながらバランスをとって町は財政的に配分すべきだと、これが財政政策であり

町の配分政策であると私はそういうふうに思っております。ぜひそういうところを納得

しまして賢明に行政としては果敢に取りかかってほしいそういうふうに思っています。 

 以上です。 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。４番、道信俊昭君。 

○議員（４番 道信 俊昭君）  だったら理想を追い求めるべきではないですか。子供

たちにとってこういうような状態が理想ならば、理想を追い求めるべきだというところ

で、この言葉をまやかしで使うようなことは絶対に許せません。 

 次に、この基本は清流会に問題がある、決算書を見なければわからないんですけども、

これ、ズルズルにやりますと、今度、日原が新しくできたとかいったら、またあれもカ

ット、これもカット、こういうような状態というのが非常に懸念されるというところが

ありますので、私はこの木部を成功していく保育園という形で自園調理ができ、子供た

ちが集まってくるというそういうものにするべき問題だと思うんで、自園調理はまさに

理想でございますので、ぜひ実行してもらいたいというふうに思います。 



○議長（沖田  守君）  次に、原案に反対者の発言を許します。１番、草田吉丸君。 

○議員（１番 草田 吉丸君）  私もこの請願について反対の立場で討論に参加したい

と思いますが、今回の請願について、保護者会の検討の結果、そしてまた請願者の趣旨、

そういったところに少し相違があるということでありますが、このあたりの地域でのい

きさつ、そういったところはよくわからないわけでありますけども、請願の中に書かれ

ておられますように、木部地域の皆さんが食育に熱心に取り組んでおられること、この

ことは私も理解は十分できますし、経緯も評したいというふうに思います。 

 そこで、請願でありますけども、将来、子供の数がふえることを想定して給食室を残

してほしいというような要望であるというふうに思います。これについては、行政のほ

うも子供がふえ、県の認可保育園となれば給食室も調理師も配置するとの考え持ってい

るということであります。このことは地域の要望にもかなえられるものではないかとい

うふうに思います。 

 一方、社会福祉法人つわの清流会におきましては、令和２年度から日原保育園の運営

委託も受け、人口減少に伴い子供たちの人数も減少傾向の中で、施設運営というのがま

すます厳しい状況になるというような認識を持っておられます。やはりできる限りの経

費削減、これは努めていく必要があるというふうにも私も考えます。 

 これらのことから、新築時点で給食室を配置し、調理師を配置することは非常に厳し

い状況であるというふうに判断をして、本請願に反対をするものであります。 

 最後に一つ、意見としてでございますが、基本計画の中で先ほどから配膳室の１５平

米というような数値が出ておりましたけども、いろんなイベントあるいは行事のことを

考えますと、もう少し私は余裕があってもいいのではないかなというような気がしてお

りますので、その点については検討をいただきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。１０番、後山幸次君。 

○議員（１０番 後山 幸次君）  私は本案件につき賛成の立場で討論をいたします。 

 概要の趣旨は園所の移転新築についてであります。調理室の設置の存続を求めるもの

であります。将来、園児がふえ自園給食の再開の場合、調理室の建設は難関な問題とな

る恐れがあります。だからこそ、今、園舎を移転建築されるときに給食室を一緒に建て

ておくべきであるというふうに思っております。 

 また、地産地消の推進に６つの農地組合法人が連携し、米や野菜を無償提供されてい

るその食材が、調理師、調理室から漂ってくるにおいを園児たちが体で感じるのも食育

であります。 

 今回、町よりこのような子育て支援事業計画が配付されました。この計画書の中を見

ますと、食育の推進・取り組みについて２項目めに、保育所等による食育の推進が計画

をされております。「保育所ごとの食育計画等を作成し、地域と交流をしながら野菜づ

くり、米づくり、伝統食、またいろいろな旬の食材を味わう給食、クッキングなどを実



施する」と、このように記載されております。３項目めに、「親子クッキングの実施」

と掲げてあります。保育所、公民館、親子世代館、交流クッキングの実施とこのように

掲げてあります。 

 津和野町の子育て支援事業計画で、食育推進をする町の取り組みの業務内容を実施さ

れるのであれば、当然、クッキングする場所、調理室は必要不可欠であります。津和野

町ゼロ歳児から人づくり連携会議というのが町で設立されておるようであります。子育

てに関連した各部署が連携、協力し、意見を出し合い共通の意識をもって取り組むこと

を目的にした庁内会議であります。これが子育て支援事業の計画であります。 

 これが、机上の空論にならないように、園舎の調理室設置を強く要望して、私の賛成

討論といたします。 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に反対者の発言を許します。ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようでありますから、以上で、討論を終結したいと思い

ます。 

 これより請願第３号を採決します。念のために申し上げておきますが、本請願に対す

る委員長報告は不採択であります。この委員長報告を踏まえていただいた上で、可とす

ることを諮る、こういう会議原則でありますから、本請願の採択の可否について採択を

していただきます。申し上げたことわかりましたかね。本請願を採択とすることに賛成

の方の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（沖田  守君）  起立少数であります。したがって、請願第３号木部さとやま

保育園の移転新築に伴う給食室の存続を求める請願については、委員長報告のとおり不

採択とすることに決定いたしました。 

────────────・────・──────────── 

○議長（沖田  守君）  以上をもちまして、本日の日程は全て終了いたしました。会

議を閉じます。 

 令和２年第３回津和野町議会臨時会を閉会します。御苦労でありました。 

午前 11時 45分閉会 

────────────────────────────── 
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